
町 民 ま ち づ く り 提 案 書 

 

令和 ３年 ９月３０日 

美瑛町長 角和 浩幸 様 

 

提案者 住所 

                              氏名  

 

 町民まちづくり提案事業について、次のとおり関係書類を添えて提案します。 

 

１ 事業の名称 地元野菜を食べよう町民運動 Eat Local 

2 提案の理由 先日の経済循環のための買い物調査の結果はどうだったでしょうか？ 

 

身近なことから「漏れバケツ」をなくし、まちの経済循環をよくする実践

に取り組んではどうでしょうか？ 

 

現状は、「ふるさと市場」の野菜販売は、開店の後すぐに品切れが起きが

ち、営業時間も短いなど、町内の本格流通には課題があります。 

 

提案として、ふるさと市場の機能と流通網を充実し、いつでも豊富に地元

野菜が買える環境を整え、「地元野菜を食べよう町民運動 Eat Local」をは

じめてはどうでしょうか？  

 

３ 事業の内容 

（事業の対象者、実施

期間、実施場所、概算

予算額などできるだけ

詳細に記入してくださ

い。） 

１．実施内容： 

町内の商店やスーパーに「ふるさと市場」コーナーを設置 

農家からの集荷と、店舗コーナーや宿泊業への配送機能 

販売管理の POS、など 

 

２．事業システム運営 

流通の経験者からの事業提案を公募 

移住定住の新規起業に位置づけ、町が資金と経営サポートする 

 

３．その他 

冬季の取り扱い品目として、ジャム・漬物・ハムなど保存食品 

 

４ 事業の効果 １．美瑛産品の六次産業化による経済循環効果 

 

２．移住定住者などの新規起業家の育成 

 

３．将来的には、多機能のマルシェ事業へ展開する可能性 

※補足資料（収支予算書、写真、類似企画書、パンフレットなど）があれば添付してください。 



 

町 民 ま ち づ く り 提 案 書 

 

令和 ３年 ９月３０日 

美瑛町長 角和 浩幸 様 

 

提案者 住所  

                              氏名  

 

 町民まちづくり提案事業について、次のとおり関係書類を添えて提案します。 

 

１ 事業の名称 町民意見のまとめと対応を総集した「まちづくり Q&A」の発行 

２ 提案の理由 新しい町政の方針で、まちづくりについて町民の意見や質問を聞いてもら

える場が、事業として増えています。 

 

まちづくりへの町民参加の機運を高めるため、集まった主要な意見と役場

の対応をまとめた「まちづくり Q&A」の発行を提案します。 

 

現状は、 

１．町民の意見を聞いてもらえて回答ももらえますが、ほかのひとはどう

か、町政にどう結びついたかはわかりません。１町民と役場を線で結

んだ状態です。 

２．町民の多様な意見が全体としてどう役場に伝わって、役場の課題と政

策に結びついたかが、面や時系列のつながりで見えにくいです。 

３ 事業の内容 

（事業の対象者、実施

期間、実施場所、概算

予算額などできるだけ

詳細に記入してくださ

い。） 

１．実施内容： 

町民意見のまとめと対応を総集した「まちづくり Q&A」の発行 

 

２．コンテンツ： 

（多様な経路の、主要な町民意見と役場の対応）（全体の政策課題との

結びつき、方向性） 

 

３．実施期間：年に１回 

 

４．予算：不詳 

 

※他市町村には、類似の取り組みがあります。 

 

４ 事業の効果 １．町民は、自分以外の町民の意見を知ることで、まちの課題についてさ

らに深く広く考えるきっかけが期待できます。 

 

２．役場は、町民の意見と政策のわかりやすい根拠づけとして、説得力を

高める効果が期待できます。 

※補足資料（収支予算書、写真、類似企画書、パンフレットなど）があれば添付してください。 



 

町 民 ま ち づ く り 提 案 書 

 

令和 ３年 ９月３０日 

美瑛町長 角和 浩幸 様 

 

提案者 住所  

                              氏名  

 

 町民まちづくり提案事業について、次のとおり関係書類を添えて提案します。 

 

１ 事業の名称 町民参加を推し進めるための情報源「町民版まちづくり白書」の発行 

２ 提案の理由 町長は衆知を集めたまちづくりを目指していますが、まちづくりの課題を

行政と町民がわかりやすく共有する、適切な情報源がないと思います。 

 

そこで、町民参加したいと考える多くの町民が参照できる、共通の情報源

として「町民版まちづくり白書」の発行を提案します。 

 

現状の多様な方法から、町民が情報を得てまちづくりの課題に自分の意見

をもつのは、難しいと思います。 

 

１．HP の情報は PDF 文書が多く、専門に細分化され、難解です。 

２．予算情報は、まちづくりの課題とのつながりがわかりにくいです。 

３．広報や議会報は、その性格上、その時の断片情報になります。 

３ 事業の内容 

（事業の対象者、実施

期間、実施場所、概算

予算額などできるだけ

詳細に記入してくださ

い。） 

１．実施内容：まちづくり行政情報の年間総集版として、「町民版まちづく

り白書」の発行 

 

２．コンテンツ：（まちづくりの主要課題）、（予算との関連付け）（事業評

価）（総合計画との関連）（今後の方向性）（Q&A）を連結したもの 

 

※初回の作業量が多いことから、最終形を目指さじ試行形から始めて

も、町民にはメリットがあると思います。 

 

３．実施期間：年に１回 

４．予算：不詳 

 

※他市町村に類似の取り組みがあります。 

４ 事業の効果 １．課題テーマが絞られて、町民参加の議論の質を高めることが期待でき

ます。（「まちづくり委員会」「町民提案事業」「未来トーク」など） 

 

２．まちづくりの担い手の育成が期待できます。（職員は分野横断的な視

野、町民は新たな知識と参加意識の高まり） 

※補足資料（収支予算書、写真、類似企画書、パンフレットなど）があれば添付してください。 














